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１．調査概要

（１） 調査目的

西多摩地域入込観光客数調査（以下「本調査」という。）は、多様化する観光客のニーズ
を的確に把握し、西多摩地域を構成する市町村（青梅市、福生市、羽村市、あきる野市、瑞
穂町、日の出町、檜原村、奥多摩町）における今後の観光施策や観光関係者の事業展開の基
礎資料に供することを目的とする。

（２） 調査期間

令和６（２０２４）年４月１日～令和７（２０２５）年１月３１日

（３） 調査対象

1. 観光地点 ５２地点
2. 行祭事・イベント ３３地点

２．調査方法

観光客の実態をより的確に把握するため、観光庁が定めた「観光入込客統計に関する共
通基準（平成２１（２００９）年１２月策定・令和５（２０２３）年改定）」を参考に、以
下の調査により、西多摩地域の観光入込客数、観光消費額単価および観光消費額等を取り
まとめる。

（１）観光地点等入込客数調査

西多摩地域の観光地点および行祭事・イベントに訪れた人数を調査するもので、来訪者
数調査、主要観光施設・宿泊施設等利用実績調査および行祭事・イベント等入込者数実績
調査から構成する。

1. 来訪者数調査
目 的：利用者実績が得られない観光地点の年間入込観光客数を推計するための基礎

数値を得ることを目的とする。
調査項目：調査時間内における観光地点の来訪者数
調査対象者：１８観光地点の来訪者（資料１－１－１参照）
調査方法：以下の人流データを用いて国内居住者、インバウンドそれぞれにおける来訪

者数の推計値を把握する。
国内居住者；ＫＤＤＩ系携帯電話端末利用者のＧＰＳデータ

※ データは国勢調査を基準とする人口統計に基き、ＫＤＤＩ
系以外のキャリア利用者も含む国内居住者全体への拡大推
計処理を行う。

インバウンド；海外版「ＮＡＶＩＴＩＭＥ」アプリ利用者のＧＰＳデータ
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実施時期：国内居住者、インバウンドそれぞれについて、以下の期間の来訪者数および
性別・年代等の属性データを取得する。

2. 主要観光施設・宿泊施設等利用実績調査
目 的：主要観光施設・宿泊施設の利用者数を得ることを目的とする。
調査項目：施設種類、各月の利用者延べ人数、施設の取組みや課題等（アンケート）
調査対象者：主要観光施設；３７箇所

宿 泊 施 設 ；１１０箇所
調査方法：上半期・下半期の２回、調査票を配布し、郵送またはＷＥＢフォームにより

回答を回収する。
調査時期：上半期；令和 6（２０２４）年１月～令和６（２０２４）年 6月

3. 行祭事・イベント等入込者数実績調査
目 的：お祭りや季節イベント等の入込者数を得ることを目的とする。
調査項目：延べ人数（過去２年間の平均数値）
調査方法：各市町村からの提供データ
実施時期：令和 6（２０２４）年１１月

※ 調査対象期間は令和５（２０２３）年～令和６（２０２４）年

（２）来訪者アンケート調査

目 的：入込観光客数の推計に必要な「日帰り率」や「訪問地点数」等の把握を
目的とする。

調査項目：年代、性別、旅行目的、同行者、西多摩地域を選んだ理由、来訪する
きっかけとなった情報源等

調査対象者：観光地点（資料１－２－１参照）の来訪者（日本人および外国人）
調査方法：日本人対象；夏季３４地点、秋季３３地点

外国人対象；夏季１６地点、秋季１５地点
実施時期：夏季３日間（平日・土曜日・日曜日）

（３）観光消費額等調査

目 的：来訪者による観光消費額等の把握を目的とする。

秋季３日間（平日・土曜日・日曜日）
※ 春季および冬季は、季節変動を考慮して秋季の調査結果を適用する。

国内居住者；令和 6（２０２４）年８月、令和 6（２０２４）年１１月
各１か月間

インバウンド；令和 6（２０２４）年１月～１２月 １年間

下半期；令和６（２０２４）年７月～令和６（２０２４）年１２月
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調査項目：西多摩地域滞在中の消費金額（項目別）、年代、性別、西多摩地域で買いた
いもの・体験したいこと等

調査対象者：令和 6（２０２４）年１年間に西多摩地域を観光で訪れた人
調査方法：「ＬＩＮＥ」スマートフォンアプリ上で回答するアンケートを実施した。

アンケートに遷移する二次元コードを掲載したチラシを来訪者アンケート
調査時に配布するともに、地域内の観光施設等に配架し回答を収集した。

実施時期：令和 6（２０２４）年７月～令和６（２０２４）年１２月

３．調査結果（推計値）

（１）入込観光客数（実人数）

令和６（２０２４）年の西多摩地域における入込観光客数（実人数）は、６１５.５万人
だった。そのうち、日帰り客は５７１.９万人、宿泊客は３７．3万人となった。

※インバウンドは日帰り、宿泊の把握をしていないため単独で表記している。

（２）入込観光客数（延べ人数）

令和６（２０２４）年度の西多摩地域における入込観光客数（延べ人数）は、７７５.３
万人だった。そのうち、日帰り客は７２９.２万人、宿泊客は３９．8万人となった。

※インバウンドは日帰り、宿泊の把握をしていないため単独で表記している。
また、延べ人数の算出が困難であるため実人数をそのまま使用する。

※単位は観光地内の観光地点・施設を訪れた利用客数の合計値（延べ人数）。
１人の観光客が複数の観光施設・地点を利用すると重複して計上される。例えば、１人
の観光客が３つの施設を利用すると、３人地点と数える。

※「行祭事・イベント入込者数」については、明確なカウント方法が確立されていない
ことから、国が別立て表記としていることに準拠し、本調査の報告書においても別立
て表記としている。

区分 日帰り客 宿泊客 インバウンド 合計

入込観光客数

（実人数）

571.9 37.3 6.3 615.5

92.9% 6.１% 1.0% 100.0%

区分 日帰り客 宿泊客 インバウンド 合計

入込観光客数

（延べ人数）

729.2 39.8 6.3 775.3

94.1% 5.1% 0.8% 100.0%

（単位：万人回）

（単位：万人地点）
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（３）季節別入込観光客（延べ人数）

1. 春季（３～５月） ２３７.７万人
2. 夏季（６～８月） １８９.６万人
3. 秋季（９～１１月）２３１.４万人
4. 冬季（１２～２月）１１６.６万人
※訪日外国人は年間の入込観光客数のみを把握しているため、４分割した数値を各季に
計上している。

（４）行祭事・イベント入込者数

行祭事・イベント入込者数の推計値は、１６９.７万人だった。
季節別では夏季（６～８月）が最も多く７９．３万人であり、次いで春季（３～５月）
が４７.９万人、秋季が（９～１１月）が２８．5万人、冬季が（１２～２月）が１４．１
万人となった。

※ 実施期間が２か月以上にわたる行祭事は、開催初日の月に行祭事数を計上している。

（５）観光消費額単価、観光消費額

令和６（２０２４）年の西多摩地域における観光消費額は、６９３億円だった。

区分
春季

（3～5月）

夏季

（6～8月）

秋季

（9～11 月）

冬季

（12～2月）
合計

行祭事・

イベント

（延べ人数）

47.9 79.3 28.5 14.1 169.7

28.2% 46.7% 16.8% 8.3% 100.0%

行祭事数 7 8 11 7 33

区分 金額

観光消費額 693 億円

観光消費額単価 11,256 円

（単位：万人地点）
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３．調査結果の概要

（１）来訪者アンケート調査（日本人対象） ［回答数：５，８４２］

1. 性別

2. 年代

3. 来訪目的

区分 回答数 割合（％）

男性 3,326 56.9

女性 2,508 42.9

他 8 0.1

合計 5,842 100.0

区分 回答数 割合（％）

10代 154 2.6

20代 756 12.9

30代 938 16.1

40代 1,091 18.7

50代 1,210 20.7

60代 924 15.8

70代以上 769 13.2

合計 5,842 100.0

区分 回答数 割合（％）

観光レクリエーション（行楽、 スポーツ等を含む） 4,650 79.6

ビジネス兼観光 35 0.6

ビジネス 49 0.8

家事 ・ 帰省 78 1.3

その他 1,030 17.6

合 計 5,842 100.0
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4. 居住地 都道府県別

5. 居住地 都内エリア別

区分 回答数 割合（％）

西多摩 1,314 31.4

その他多摩 1,580 37.7

23区 1,290 30.8

島しょ 3 0.1

合計 4,187 100.0
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（２）来訪者アンケート調査（外国人対象） ［回答数：２４２］

1. 性別

2. 年代

3. 居住地

区分 回答数 割合（％）

10代 3 1.2

20代 82 33.9

30代 83 34.3

40代 48 19.8

50代 15 6.2

60代 10 4.1

70代以上 1 0.4

合計 242 100.0

区分 回答数 割合（％）

男性 151 62.4

女性 91 37.6

合計 242 100.0

区分 回答数 割合（％）

男性 151 62.4

女性 91 37.6

合計 242 100.0

区分 回答数 割合（％）

日本国内在住 182 75.2

海外在住 60 24.8

合計 242 100.0



8

（３）観光消費額等調査 ［回答数：１，０８５］

1. 性別

2. 年代

3. 消費額（各消費項目合計）

※100 円未満の回答を計算除外異常値と判断し、除外している。
※最大値と最小値の開きが大きいため、相加平均に加えて、上下のデータを 10％削除した
上で算出した平均値（10％トリム平均）も併記している。

区分 回答数 割合（％）

10代 117 10.8

20代 164 15.1

30代 142 13.1

40代 193 17.8

50代 277 25.5

60代 148 13.6

70代以上 44 4.1

合 計 1,085 100.0

区分 回答数 割合（％）

男性 438 40.4 

女性 619 57.1 

回答なし 28 2.6 

合 計 1,085 100.0 

相加平均 11,256

10％トリム平均 8,943

最小 100

最大 272,980

合計 11,255,931

データの個数 1,000

計算除外異常値個数（件） 4

合計
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４．西多摩地域の観光振興施策への提案

本調査における分析結果を基に、今後、西多摩地域が取組むべき施策案を以下にまとめ
る。

（１）情報発信

ＳＮＳ等を活用した積極的な情報発信とともに、地域外からの来訪が多いスポットやイ
ベントを起点に、旅ナカ情報の発信を強化する。

（２）ブランド育成

西多摩地域の魅力として広く認知される「豊かな自然環境」を地域ブランドとして更に
磨き上げるとともに、その障壁となるオーバーツーリズムの緩和に向けた取組みを進める。
また、地域食材を活用した「グルメ」によるブランディングを図り、商品開発・ＰＲを強
化する。

（３）インバウンド誘客

西多摩地域独自の文化や自然環境を活かしたコンテンツを造成し、海外からの誘客拡大
を図る。ＡＩ翻訳技術等の活用により、課題である多言語環境の整備に取組むことも重要
となる。

（４）消費額の拡大

宿泊者数および１人当たりの宿泊数増加を目指し、滞在型観光を推進する。また、土産
や体験・アクティビティにおける高付加価値商品の開発、販売強化に取組む。

（５）市町村間連携の強化

モデルルートの造成や周遊イベントの企画により地域間移動の活性化を図るほか、東部
エリアを中心とした「街歩き型観光」の推進により西多摩地域の多様な魅力を発信する。


